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サッカーワールドカップ，日本がド
イツやスペインに勝利して決勝トー
ナメントに進出したことで，日本中が
歓喜に包まれています。日本代表の
活躍と，各国のスーパースターたち
のプレイを楽しみたいと思います。

近年，IT 技術の進展，AI 技術の
進化など，最先端の技術を活用した
高度な土木技術・建設技術の開発が
進められています。本号では特集
テーマを「先端建設技術の開発」と
して，建設施工における新技術，
NETIS をはじめ，建設施工・建設
機械のIT技術，ロボット化・自動化，
自動制御についての取り組みや技術
を広く紹介しています。

巻頭言で，宮城大学の蒔苗耕司教
授が，今後デジタルツインといった
仮想の情報空間や，AI による情報
解析がさらに進化することによっ
て，蓄積された情報をもとに過去と
現実が精度高く再現され，さらに未
来の高度な予測が可能となることを
記述しています。本号に寄せられた
様々な先端建設技術は，そうした将
来の建設工事を実現するための様々
な挑戦の一端に繋がります。

リアルな先端建設技術の展示会と
して，先日，つくばの国立研究開発
法人土木研究所で国交省が主催した

「遠隔施工等実演会～施工 DX チャ
レンジ 2022 ～」が開催されました。
これは，国交省関連機関やゼネコン，

建機メーカ，ベンチャー企業などが
開発した遠隔施工ソリューションを
一堂に集めて実演するイベントで，
二日間に渡って数百名の来場者を集
め大変盛況でした。本機関誌でも報
告されたことがある遠隔施工技術が
数多く展示実演されていました。一
度にこれだけの様々な遠隔施工技術
を目にすることが出来る機会は，今
まで無かったのではないかと思いま
す。それぞれの技術に実際に触れる
ことで，その操作感や映像の臨場感
などを比較することが出来る非常に
得難い機会でありました。昨今の遠
隔施工技術は，データの無線伝送能
力に依存する傾向があるため，会場
の無線インフラの整備など苦労が
あったと聞いていますが，主催され
た方は，そうした失敗や課題を見出
すことも，このイベントの主眼だと
話していました。今回は初回でした
が，来年も継続して開催する意向と
聞いていますので，是非期待したい
と思います。

とかく他国と比較して生産性が低
いと言われる日本の産業界ですが，
建設産業においては逆に他国よりも
危機感は強く，デジタル化の進捗に
よって着実に進歩していると感じて
います。本号で取り上げたような多
くの先端技術が，早期に広く建設現
場で活用され，そこに従事する方々
の生産性向上と就労環境の改善につ
ながることを願います。

� 2022 年 12 月 3 日時点
� （山本・宇野）

1 月号「建設機械特集」予告
・遠隔施工等実演会　・ICT 活用により作業装置を自動化した除雪トラックの概要報告　・油圧
ショベル PC78US-11　・後方超小旋回型油圧ショベル オフセットブーム仕様機 ZX135USOS-7　 
・ブレードマシンコントロール機能搭載の後方超小旋回ミニショベル　・安全性と作業効率を向
上した新型ラフテレーンクレーン　・「安全性」「快適性」「機能性向上」を追求した不整地運搬
車　・小型トラック架装用ユニッククレーン　・建築分野における BIM 活用のためのクレーン
施工計画支援ソフトウェア　・ブラストホールドリル稼働サポートシステム F-MICAS 
・SDX407-2 リーダ式アースドリル　・次世代ホイールローダの開発
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